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株式会社あさ出版（代表取締役：田賀井弘毅、所在地：東京都豊島区）は藤井治枝 著『人生一〇〇年
コースを生きる』を202３年9月20日（水）に刊行いたします。

人々の寿命はだんだんと延び、人生一〇〇年コースが夢ではなくなりつつあります。女性問題研究
家(女子教育、母親論など)として活躍してきた著者・藤井治枝氏は現在94歳。自宅のある武蔵野市
吉祥寺からもほど近い老人ホームで日々を過ごしています。
本書では、施設の中で繰り広げられる入居者・職員たちによる人間模様の機微を、著者の鋭くかつ
温かな視線で観察し、描きます。介護問題や老後の資金問題など、これからの日本が取り組むべき問
題に迫る、新感覚エッセイです。

女性問題学者。
1929年、東京生まれ。 1950年、聖心女子大学（旧制）
歴史科卒業。その後、東京教育大学故楫西光速教授に師
事。「日本経済史」、「日本産業史」の指導を受ける。１９９
５年「日本型企業社会と女性労働」により、立教大学経済
学部より、「経営学博士」の学位を受ける。
１９６６年「朝日ジャーナル論文賞」に入賞。以後、女性に
関する問題を中心に、労働・教育・家族・家庭など、幅広く
評論活動に従事。同時に、神奈川県横浜市、藤沢市など
の「婦人問題懇話会」の理事・座長・会長を務めた。
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第一章 生いたち

「人生一〇〇年コースを生きる」 目次

書評・著者インタビュー等のご検討をいただければ幸いです。情報掲載、画像提供の問い合わせ
古垣（フルガキ）TEL：03-3983-3225 090-4424-6911 furugaki@asa21.com
株式会社あさ出版 東京都豊島区南池袋2-9-9 第一池袋ホワイトビル6階

第三章 

(人生コースの最終地点)

有料老人ホームの日々
第二章 人生の四季 

はじめに

おわりに

老人問題のエキスパートであり医師でもある和田秀樹先生は、その著書の

中で、  1 0 0 歳以上の高齢者数の推移を 1 9 6 3 年には男性 2 0 人、女性 1 3 3 人で  

しかなかったのが、 5 8 年後の 2 0 2 1 年では、男性 1 0 , 0 6 0 人、女性 7 6 , 4 5 0 人

に激増していることを、厚生労働省の資料から明らかにされています。

そして更にこの年齢まで健康的に生き「とても幸せになる人」と反面「と

ても不幸になる人」に分かれることを、具体的に指摘されています。

この著書は人生一〇〇年コースを辿るには、様々なプロセスがあることを

教えてくれます。「人生一〇〇年コース」の実現が夢でなくなりつつある現

在、その実現への道筋は、長い年月の積み重ねです。

その記録が、少しでも後に続く人々の役に立てばと、私のささやかな人生

コースを振り返り、反省もこめて、このレポートを世に問うてみたいと思い

ました。

※本書「はじめに」より抜粋

※データ：和田秀樹監修『 70歳、80歳でとても幸せになる人、不幸になる人』（メディアックス）より

——老後から終局への道を

豊かでなだらかにするには、何が必要なのか——

春 ～青春期〜

夏 〜活動期〜

秋 〜収穫期〜

冬 〜終局への道〜

入居までのいきさつ

施設のあらまし

日々の生活 或る一日/グループ作りあれこれ/主な年間の行事

人間関係アラカルト 入居者の人々/職員の人たち

付記 ～「コロナ」発生下の施設で～
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